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●天塩川に係る河川情報の収集や整備、提供については、地域の協力も得ながら内容の充実を図る必要がある。 

 

 



天塩川水系河川整備計画（原案）H17.7 ●：天塩川かわづくりの提言（平成 14年 3月）、 ■：流域委員会における意見、 ▲：寄せられた意見 

 63

 

 



天塩川水系河川整備計画（原案）H17.7 ●：天塩川かわづくりの提言（平成 14年 3月）、 ■：流域委員会における意見、 ▲：寄せられた意見 

 64

 

 



天塩川水系河川整備計画（原案）H17.7 ●：天塩川かわづくりの提言（平成 14年 3月）、 ■：流域委員会における意見、 ▲：寄せられた意見 

 65

 

 

 

●流下能力確保のための河畔林管理については、樹木の成長や樹種、鳥や魚等の生育環境を考慮して検討すべきである。 

●河道内樹木の維持管理については、治水や環境上の機能や影響を考慮し、適正に管理する必要がある。 

■河道内の植生のほとんどがヤナギ林や草地・牧草であり、本来の川の自然植生はほとんどなく、保全だけではなく、もう少し豊

かにする方法を考えなければならない。 

■現状の河畔林はヤナギ林が多く、本来の自然環境とは変質しているので、河畔林の良い面だけではなく、悪い面も記載してほし

い。 

■倒伏した河道内の樹木は、洪水時に流出し下流の漁業等に被害を及ぼすので、適切な対策をとることが必要である。 

▲天塩川の下流から上流までの両側の無立木地に広葉樹を植栽する。 
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●河川管理施設や許可工作物の適正な操作、管理については、施設間の情報伝達機能の充実を図る必要がある。 

■天塩川の観光を考えた場合、上流は水量がなく、下流は水量が豊富であるが、良い調整方法はないか。 

■天塩川上流において、7 月以降の渇水期に川に水が流れない部分が生じたり、水の利用が満度に行われていないので、ダムの水

調整により流況の改善が必要である。（ 

■岩尾内ダムの下流に水が流れていない区間があるが、岩尾内ダムがもう少し柔軟に対応できれば、渇水時の対策ができるのでは

ないか。 

▲観光イベントとして、「天の川下りイカダコンテスト」が過去 15 回開催されている。そんな時思うのがダムによる水量調節であ

る。増水時はともかく渇水時は岩尾内ダムで放流してもらえれば、などと勝手に考えている。 
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■危機管理として、ハザードマップ等のソフト対策や光ファイバーを活用した長大な天塩川の堤防管理の他に、洪水時の具体的な

施策が必要ではないか。 

▲洪水予報及び水防警報の提供および危機管理体制の確立について。各市町村洪への水予報及び水防警報の緊急連絡などについて

確立がなされているのか、市町村から市街地・各集落への連絡・情報提供及び情報網は確立されているのか、現在の情報網はどう

なっているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲普段から住民同士のつながりが深まり、万一の災害時にも迅速な対応が図られることを期待する。 
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●各自治体においてハザードマップ等防災情報を早急に住民に提供できるよう、整備・支援が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

●天塩川や旧川の水質を保全あるいは改善するためには、流域の人々や関係機関が連携してその対策を考える必要がある。 

▲天塩川の下流域ではシジミ漁・増殖のためのサケ捕獲等、内水面漁業のためにも本流はもとより酪農家が点在する支流について

も水質汚染状況について常に調査されることが望ましい。 

▲河川の流入口の調査、濁度調査と対策、清流の管理 
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●流域管理の視点から、利水施設間の情報伝達ネットワークの形成や弾力的運用等、合理的な水利用を推進する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

■景観上必要な流量が記載されているが、観光の面からもう少し盛り込めないか。 

▲天塩川を中心に来町者の入込の増大を図る。天塩川で、カヌー及び魚釣りをしていただき、酪農体験、森林浴と一体化したもの

で宿泊型の観光としてはどうか。 

▲全国の人々に天塩川の開拓の物語と美しさ、そして四季の自然の美しさを見てもらうために拠点に川の駅を作って、地域を結ぶ

遊覧船を走らせて観光と地域の交流と活性化に役立つような事業が出来ればよい。 

▲全国で観光を目玉にあげて造成されたダムで成功した例はないとはいえないが、聞いたことがない。岩尾内ダムも建設前、町長

がかなり観光を PR していたが、各種施設は完全にゴーストタウン化している。 
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▲ゴミの投棄に関して、やはりパトロールの強化、罰則の改正(重刑)をするべきだと思います。又、各自治体を通じて現在の河川

の状況を各世帯に配布し、理解を得ることも必要だと思います。 

▲名寄市は昨年も名寄川のクリーンアップ作戦を行い、河川のゴミ拾いをしている。しかし、これだけではどうにもならない。や

はりパトロールの強化、罰則の改正(重罰)をするべきだと思う。又、各自治体を通じて現在の河川の状況を各世帯に配布し、理解

を得る事も必要だと思う。これからも、市民に興味を持たせる、催し物や、会、研究会を各市町村ぐるみでやれたらいいと思う。

▲ごみ等の詳細の調査は行われているか。また、処理についてはどうなっているのか。 

▲管理について考えるとき、目に付くのが家庭における不要になった生活用品の不法投棄である。その多くは付近の小水系に見ら

れ、やがて天塩川に流れ出す。自分たちの生活を守ってくれる川に対する認識をあらためて、考え直したいものである。 

▲サンルダムはまだ建設されていないが、将来できるサンルダムやその周辺を活かしてどのようにみんなで利用するか、町づくり

にどう活かしていくか、他のダムの状況も参考にしながら、熱く語り合っているところだ。 

▲是非個性的などこにも無いような観光資源としてのダムをダム目的の中に入れていただきたい。夢のような話になったが、是非

前向きな議論や、計画をお願いしたい。この地に住む住民として子孫の代までこの地域を発展させていかなければならないなか、

よろしくお願いしたいものと思っている。 
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●関係機関が連携し、情報交換を行いながら、天塩川の治水、利水、環境に関わる流域総合整備を推進する必要がある。 

●流域の自治体、住民団体等と連携し、市町村の特徴、特色を生かした川づくりを推進する必要がある。 

▲リバーネット 21 音威子府支部活動を知った。天塩川の環境保全や維持管理の活動をしているようである。クリーン作戦のとき

は、旧河川の清掃をうっ蒼と茂ったイタドリだらけの河畔で行っていた。天塩川の自然を守ることとあわせて環境や安全性も高め

る必要があることもわかった。 

▲行政と連携し安全で安心できる地域を作ってほしいと考える。 

▲人と川とのふれあいの場・魚にやさしい川・良好な水質の確保・天塩川らしい水辺環境等を保全するためにも、天塩川流域に住

む人間として、何でも行政にお任せするのではなく、行政と連携し安全で安心できる地域をつくっていきたいと考えている。 

▲これからも市民に興味を持たせる催し物や会、研究会を各市町村ぐるみでやれたらいいと思う。 

▲厳しい経済状況のこの道北地域において新しい NPO 法人として、住民自らが行政と連携して安全で安心できる地域を作っていく

事が大切であり、天塩川をテーマに今後も係わっていきたいと考える。 

 


